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１．はじめに

　パーソナルコンピュータ（以下，パソコンと略す）
の急速な普及と，高性能・低価格化により，家庭にお
けるパソコンの普及率は増加の一途をたどり，今日で
は小学校においてもパソコンを使った授業が，日常的
に行われるようになっている。
　しかしながら，これらの授業は，ほとんどがパソコ
ンの基本的な使い方や，特定のアプリケーションソフ
トの使い方を教授するもので，技術立国として必要と
なるソフトウェア開発能力を養うものとは，程遠い内
容であり，本格的なプログラミング教育は，大学にお
いて情報系の学部・学科を中心にごく一部でしか行わ
れていないのが現状である。
　大学におけるプログラミング教育では，現在，Ｃ言
語を修得する場合が多いが，この論文では，Ｃ＋＋言
語によりプログラミングの基本能力を身につけた段階
において，Webアプリケーションの開発を行うことが
できる PHPを使った応用プログラミング教育につい
て実践した内容と，その問題点について述べるもので
ある。

２．各発達段階におけるプログラミング教育

　パソコンの普及と共に，幼少期からパソコンを利用
する機会が多くなったが，幼稚園児や小学生にいきな
りＣ言語などでプログラミング教育を行うのは不可能
である。実際にはプログラミング教育の基礎段階とし
て小学生対象にLOGOなどを用いた教育が行われてい
るケースがごく稀に存在する程度である。
　中学生になると，技術家庭科においてBASICを使っ
たプログラミングが取り上げられる場合もあるが，小
学校段階における LOGO同様，一部の学校にとどまっ
ている。その原因として，そもそも現役の教員で工学
部の情報系学科などで，一定のカリキュラムにした
がってプログラミング教育を受けた経験のある教員が
皆無に近いことが考えられる。
　高等学校においては，普通教科「情報」の中でプロ
グラミングの概念が取り上げられているが，本格的に
学習しているのは，専門教科「情報」の方である。
　大学においては，一時期，一部の大学の文系の学部
などにおいてもプログラミング教育がなされていたこ
とがあったが，現在，文系学部でプログラミング教育

を行うケースは，非常に少なくなった。
　このように，各発達段階において，非常に少数の者
しかプログラミング教育を受ける機会が与えられてい
ない理由としては，現在，コンピュータの活用能力と
いうものは，パソコンの操作やワープロ・表計算ソフ
トの利用方法といったものに軸足が置かれ，必ずしも
万人にプログラミング能力が必要とは考えられていな
いことがあげられる。
　しかし，その反面，大学で情報系の学部・学科など
に所属したことのない一般の人が，非常に有用なプロ
グラムを開発するケースも増えている。また，企業な
どにおいても，従来のMS-Windows上で利用するソフ
ト開発よりもWeb上で利用できるソフト開発に，軸足
が移されつつある。

３．情報教育課程におけるプログラミング教育

　本学の情報教育課程においては，１年次後期から
「プログラミング入門」「プログラミングⅠ」「プログラ
ミングⅡ」と，半期の授業を３段階用意し，プログラ
ミングⅡを終えた段階では，各自で，１つの情報処理
システムを構築する能力を身につけることが，できる
ようになっている。以下，各段階の学習内容について
述べる。

３．１　プログラミング入門

　この段階では，プログラムを開発するために必要な
環境の準備・使い方から始まり，条件分岐・繰り返し
までのプログラミングの基礎を学習する。学習項目
は，以下の通りである。

　情報処理センターの使い方
　はじめてのプログラム
　エディタとコンパイル・実行
　変数と計算
　変数と計算・値の入力
　変数の型
　条件分岐
　２方向の分岐・複文
　多重分岐・if-elseif

　多重分岐・switch-case

　whileによる繰り返し
　入れ子構造と for文
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　中途脱出

　これらの学習が終わったあとで，１０問程度用意した
最終課題を学籍番号などにより各自１問を割り当てて
プログラミングさせ，完成した時点で，担当教員から
面接指導を受けるようにしている。面接指導は，学生
１人１回あたり３０分程度の時間をかけ，プログラムの
流れ，記述から内容に至るまで，質疑応答や指導を行
い，内容の理解が確実なものになるようにしている。
この面接指導を，最低２回，別々の教員から受ける。

３．２　プログラミングⅠ

　プログラミング入門の続編であるが，この段階で
は，実際にプログラミング言語を使って，プログラム
を記述する前段階として，自分が作成しようとしてい
るシステムの仕様を書くことと，この仕様に基づいて
プログラムの流れを HCPチャートを用いて記述する
ことについても学習している。このことによって，プ
ログラミングの授業では，特定のプログラミング言語
を修得することが目標ではなく，あることを実現する
ために必要な事項を分析し，細分化，流れの組み立て
をできることを目標としていることがわかる。全体の
学習項目は，下記の通りである。

　配列とは
　仕様を書く
　配列と繰り返し
　データ構造の工夫－２次元配列
　HCPチャート
　関数とは
　値引数と参照引数

　最終課題の指導に関しては，プログラミングⅠと
まったく同様の方法で，個別指導を行っている。

３．３　プログラミングⅡ

　プログラミングⅡでは，構造体およびファイル操作
を必修項目として学習し，その後，各自が自分で仕様
を決めて設計したシステムをプログラミングする。使
用言語として，従来，Ｃ＋＋を使用し，コマンドプロ
ンプトで動作するアプリケーションを作るクラスと，
ボーランド社のＣ＋＋Builderを使用し，Windowsのア
プリケーションを使用するクラスが設置されてきた。
　この段階に，今回，本論文で述べる PHPを使用した
クラスを開設した。したがって開発する対象は，各自
が設計した実用的なシステムということになる。
　最終課題に関しては，担当の教員からプログラミン
グ入門・Ⅰと同様に面接指導を受けるが，完成度の高
いものとするため，ほとんどの学生が４回・５回と面
接指導を受けているのが実態である。

４．PHPを利用したプログラミング

　従来のプログラミングのクラスが，プログラミング
入門からプログラミングⅡまで，開発言語としてＣ＋
＋を使用しているのに対し，このクラスでは，Web上
のアプリケーション開発に用いられる機会が多くなっ
た PHP（Hypertext Preprocessor）を使用することとした。
PHPでは，その名称からもわかるように，Webページ
記述言語である HTML（Hyper Text Markup Language）
の中に記述するスクリプト言語で，HTMLによるWeb

ページの制御を目的としたものであるが，それ自身，
豊富な機能・関数を備えており，文法的にもＣ＋＋な
どと共通点が多い。
　しかし，他のプログラム言語が，その言語自身で完
結し，MS-DOS，MS-Windows，UNIXといったオペ
レーティングシステム上で動作するのに対し，PHP

は，入出力部分のインターフェイスとしてWebページ
を利用する必要がある点が大きく異なっている。その
反面，PHPの動作可能なWebサーバを設置しておけ
ば，ユーザは，ソフトウェアのインストールなどを行
うことなく，Webブラウザさえ備えたコンピュータ環
境であれば，機種やオペレーティングシステムの違い
を意識することなく利用できることになる。
　本論文では，それまでの段階と使用言語が異なる点
やプログラミングの性格が異なる点を中心に，どのよ
うなカリキュラムで教育を行ったのかについて，詳細
に述べていくこととする。

４．１　授業カリキュラム

　本授業では，プログラミングⅠまでの学習内容の理
解を前提として，毎回の授業を実施した。なお，内容
や学習順序などについては，２００５年度後期での授業を
基に，詳細に検討した上で，２００６年度前期に実施して
ものである。

・PHPプログラミングのための環境設定と情報
・はじめての PHPプログラム
・各種入力フォームと条件分岐
・配列と関数
・HTMLタグと PHPコードの書き分け
・スクリプト間のデータ受け渡し
・ファイル入出力
・画像処理とクリッカブルマップ
・文字列操作とＣ＋＋における構造体
・Ｃ＋＋と PHPにおけるクラス

　なお，これらの学習と同時並行して，各自の作成す
るシステムの仕様決定なども行っている。
　以下に，各回の学習内容のポイントについて記述す
る。
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４．１．１　PHPプログラミングのための環境設定

と情報

　PHPのプログラムを編集するためには，元々，
HTMLに埋め込むスクリプト言語であることから，
HTMLエディタの利用や，一般的なテキストエディタ
の利用も考えられるが，Ｃ＋＋などのプログラム言語
と違い，プログラミングを行う際の一連の手順が，
ソースコード記述・コンパイル・実行という流れでは
なく，ソースコード記述・実行となるため，文法的な
エラーなどでプログラムが正しく動作しない場合で
も，サーバがエラーメッセージなどを表示する設定に
なっていないと，実行結果を表示するブラウザには，
何も表示されずに，エラーの原因が皆目見当がつかな
いことになってしまう。
　そこで，学習環境としては，学生が各自のノートパ
ソコンに，PHPのシステムをインストールし，そのシ
ステムと連携して PHPの構文エラーなどを表示する
事のできる統合環境的なものをもつ PHPエディタを
使用している。

４．１．２　はじめてのPHPプログラム

　ここでは，Ｃ＋＋言語と PHPを比較し，データを入
力し，そのデータに対する計算結果を出力する PHPス
クリプトを学習する。Ｃ＋＋と PHPで大きく異なる
のがこの部分で，PHP自身は，直接キーボードからの
入力を受け取る関数機能を持たないため，入力部分
は，HTMLの入力フォームに頼ることになる。そし
て，HTMLのフォームのアクションとして PHPスクリ
プトが実行され，入力されたデータを PHP側で受け取
る形を取る。
・HTMLによる入力フォーム

・PHPによる計算と結果出力（menseki_calc.php）

４．１．３　各種入力フォームと条件分岐

　ここでは，HTMLで使用できる各種入力フォームを
学習する。HTMLについては，既に１年次の情報教育
入門Ⅱにおいて基本事項の学習は済ませているが，そ
の後，使用機会がほとんどない。また，作成したペー
ジも自己紹介などを他人に見てもらうだけのものてあ
る。そのため，入力フォームに関しては，ほとんど知
識が無い状態であるため，詳細な学習を必要とした。
具体的に学習したフォームの種類は，テキストボック
ス・パスワードボックス・チェックボックス・ラジオ
ボタン・hidden・submit・resetなどである。
　条件分岐に関しては，プログラミングⅠにおいて学
習済みのため，Ｃ＋＋とまったく同様の記述方法でよ
いことを紹介した。

４．１．４　配列と関数

　Ｃ＋＋などのプログラミング言語は，使用する変数
は必ず使用前に変数の型を指定して宣言しておく必要
があるが，PHPの場合は，特に宣言することなく利用
でき，また変数の型も特定することなく，同一変数に
別の型の値を代入したりすることもできる。そのた
め，配列においても，Ｃ＋＋と異なり，異なる型のも
のを混在させたり，配列の添え字に数字以外を使用す
ることもできる。
・配列の宣言例

　関数については，functionというキーワードを使う
こと以外は，ほとんどＣ＋＋とどうようである点を説
明し，システムに用意されている関数の調べ方などを
学習した。

４．１．５　HTMLタグと PHPコードの書き分け

　ここでは，スクリプト全体を HTMLを主体に記述
し，必要な動的処理部分を PHPで記述する方法と，
PHP主体とし，PHP中でHTMLのタグを出力する方法
を紹介し，それぞれ一長一短があるため，適所で使い
分けることを学習した。また，同様の処理を共通のモ
ジュールとして使うために記述を汎用化するための技
法についても紹介した。

４．１．６　スクリプト間のデータ受け渡し

　PHP自身がキーボードから直接データを入力する機
能を持たないため，スクリプトファイル間のデータの

<form action="menseki_calc.php" method="post">

　縦の長さは <input type="text" name="length １">

　横の長さは <input type="text" name="length ２">

　 <input type="submit" value＝ "面積計算 ">

</form>

<?php

　　　$tate = $_POST['length １'];

　　　$yoko = $_POST['length ２'];

　　　$menseki = $tate * $yoko;

　　　print（"縦 = " .$tate ."<BR>"）;
　　　print（"横 = " .$yoko ."<BR>"）;
　　　print（"面積 = " .$menseki）;
?>

$Monthweek = array（ 

　　１ =>"Jan","Feb","Mar","Apr","May","Jun",

　　　　"Jul","Aug","Sep","Oct","Nov","Dec",

　　　　"月 "=>"Mon","火"=>"Tue","水"=>"　Wed", 

　　　　"木 "=>"Thu", "金 "=>"Fri","土 "=>"Sat",

　　　　"日 "=>"Sun"



中　西　宏　文

―２０８―

受け渡しは非常に重要である。本来，セキュリティ等
まで考慮した手法を学習すべき所であるが，プログラ
ミングⅡの範疇から外れるため，ここでは，フォーム
を用いて受け渡す方法，URLに直接記述する方法，
「セッション」の仕組みを用いる方法などを学習した。

４．１．７　ファイル入出力

　プログラミングⅡの必修項目であるファイル入出力
について，ここでは取り上げた。fopen関数，fgetc関
数，fgets関数，fgetcsv関数および，fputs関数，fputcsv

関数などについて，使用例を紹介しながら学習した。
なお，これらの関数は，PHPのバージョンによってサ
ポートされていない場合などもあり，PHPのメジャー
バージョン（PHP３，PHP４，PHP５）だけでなく，その
中のマイナーバージョンに依存しているため使用する
際には，注意が必要である。

４．１．８　画像処理とクリッカブルマップ

　ここまでの学習内容は，HTMLのタグを PHPで制御
するだけのものであるため，図形に関しても，画像
ファイルを表示したりすることはできるが，PHPスク
リプトにより積極的に描画する方法は学習されていな
い。ここでは，PHPの GDライブラリを使って，画像
の生成・削除・変更（拡大・縮小），図形描画などの基
本的な画像操作について学習した。
　また，HTMLの機能ではあるが，学生になじみの薄
い，クリッカブルマップについても，取り上げ，ク
リックされた座標の情報の PHPにおける取り扱いに
ついて学習した。

４．１．９　文字列操作とＣ＋＋における構造体

　各種ソフトウェアを開発する際に，文字列処理は避
けて通ることができない。PHPの場合，英数字などの
１バイト文字を処理するための関数と，日本語などの
２バイト文字を処理する関数が用意されているので，
その両方に関し，基本的なものの使い方を紹介した。
また，プログラミングⅡの必修項目である構造体につ
いては，PHPには，構造体を発展させたクラスの概念
しかないため，クラスを理解するための基礎としてＣ
＋＋の構造体について概略を学習した。

４．１．１０　Ｃ＋＋とPHPにおけるクラス

　ここでは，クラスの概念について学習し，具体的な
クラスについて以下のような簡単なスクリプトにより
紹介した。

４．２　最終課題について

　各自が作成した最終課題の例を列挙し，内容の概略
について述べる。

・色彩感覚教育ソフト
　学校の美術の時間に，絵の具の２色を混ぜると別の
色が作れる経験をもとに，コンピュータ上で，学習で
きるようにしたもので，混ぜる２色は，ランダムに作
成されるようになっている。答えは，４つ示された色
から選択するようになっている。

・日本地名当てシルエットクイズ
　都道府県の形状などから県名や県庁所在地を答えて
いくもので，ヒントを見られるが，その場合，得点が
減点されるようになっている。小学生の社会科向けの
教材である。

・立体切断学習ソフト
　立体を，平面で切断すると切断面がどのような形状
になるかという，実際に切断しないと理解しにくい単

<?php

class Person　　　　　 //クラス宣言
{

　　var $name;

　　var $nenrei;　　　　　　　　　　　　　　　

function input_data（$namae, $age）//名前と年齢を設
定するメンバ関数
{ 

　　$this->name = $namae;

　　$this->nenrei = $age;

}

function disp_result（　）　　//内容を出力するメンバ
関数
{

　　print（$this->name . “さんの年齢は ,” . $this-> 

nenrei . “です”）;
}

};

?>

<form action="classsample.php" method="post">

お名前 <input type="text" name="input_name"><br>

　年齢 <input type="text" name="input_age"><br>

<input type="submit" value="入力内容表示 ">

</form>

<?php

　　$man = new Person;

　　$man->input_data（$_POST['input_name'], $_ 

POST ['input_age']）;
$man->disp_result（　）;
?>
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元をコンピュータ上で実現できる学習ソフトで，ここ
では，立方体の切断に特化しているが，ユーザが指定
した３点を通る平面で切断した場合の切断面を表示す
る学習機能と，３点が指定されたときに，その３点を
通る平面で切断した際の切断面の形を解答する問題形
式とが選べるようになっている。

・筆算（掛算・除算）練習ソフト
　小学校算数で学習する筆算を繰り返し練習するため
のトレーニングソフトで，掛算と割算に対応してい
る。答えを求めるだけでなく，途中の段の計算につい
てもチェックすることが出来るようになっている。

・百人一首学習ソフト
　百人一首を学習していくためのソフトで，上の句に
対して，正しい下の句を含む下の句８句が表示され，
その中から，正しい句を選んでいくソフト。百句一度
に学習するのではなく，十句ずつ学習を進めるように
なっており，間違える句が無くなってから，次の十句
に進むように工夫されている。

　いずれもWeb上で，ある特定の内容について学習で
きるソフトで，インストールなどが必要なくブラウザ
環境のみで実行できる PHPの特性を活かしたものと
なっている。

５．まとめと今後の課題

　今回，情報教育課程におけるプログラミングのまと
めの段階で，PHPを利用したWebアプリケーションを
作成する授業を実践した。現在，インターネット上に
は多様なサイトが存在し，動画などを駆使した非常に
見栄えのするWebページも多数存在する。
　そのような時代の進歩にもかかわらず，多くの大学
の情報系の授業では，HTMLだけを使用した静的な
Webページは作成しても，利用者からの情報を受け取
り，それに対して何らかの処理を行い結果を返すよう
なWebページを作成する授業は，ほとんどない。
　特に学校教育の現場においては，ソフトウェアを購

入したり，インストール・管理といった煩雑な作業が，
コンピュータの利用に二の足を踏ませる原因になって
いる。そのような点からも，いろいろな学習教材が
Web上で利用できるようになることは，大きな意義を
持つものと考える。
　また，Ｃ，Ｃ＋＋，Perlといったプログラム言語は，
どちらかと言うと，工学系向けの言語とされてきた
が，PHPについては，BASIC言語のように，プログラ
ミング経験などがない人でも比較的取り組みやすいも
のとされており，Webページを作成する際の HTMLタ
グの知識が多少あれば，ユーザからの入力に対応した
結果を表示することなどが，簡単に実現できると思わ
れる。
　逆に，Ｃ＋＋などのプログラム言語で，ソースコー
ドの先頭から順番に処理がなされていくことに慣れて
しまっていると，必ずしも逐次処理にならない PHPス
クリプトでは混乱を起こしているケースも見受けられ
た。
　今後，PHPによるプログラミングのハードルを下げ
るためには，実用的に使える共通的なコンポーネント
を積極的に提供したり，様々な関数や機能について，
もう少し多くを積極的に紹介したりする必要があるか
もしれない。
　コンピュータを専門としない人でも，容易にプログ
ラミングできると言われている PHPスクリプトであ
るが，HTMLタグにある程度習熟していないと，自分
のイメージ通りの画面が作成できないなど，インター
フェイス面での問題も目立った。
　Ｃ＋＋を学習したことによるメリットを最大限，活
用できるような学習内容について，今後も検討を続け
ていきたい。
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